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小さな気付きが大きな発明に小さな気付きが大きな発明に

▲作品を一つ一つ見て回る児童と家族 ▲９月９日に行われた表彰式
　
発
明
工
夫
展
は
、
科
学
や
造
形
技
術
に

対
す
る
関
心
を
高
め
、
創
意
と
工
夫
の
芽

を
育
て
る
た
め
、
市
内
の
児
童
が
夏
休
み

に
製
作
し
た
ア
イ
デ
ア
作
品
を
募
集
し
、

開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
今
回
は
市
内
の

小
学
校
８
校
か
ら
１
０
６
点
の
応
募
が
あ

り
、
そ
の
う
ち
29
点
が
入
賞
し
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
、
は
じ
め
に
津
谷
市
長
が

「
皆
さ
ん
の
作
品
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
が
、

い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
気
付
い
て
素
晴
ら
し

い
作
品
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、

夏
休
み
中
、
自
分
で
考
え
気
が
付
い
て
頑

張
っ
て
作
っ
て
く
れ
た
と
思
う
。
発
明
は

決
し
て
難
し
い
こ
と
で
は
な
く
、
小
さ
な

気
付
き
が
大
き
な
発
明
に
つ
な
が
る
。
そ

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ

し
い
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
。

　
続
い
て
、
佐
藤
教
育
長
が
「
私
た
ち
は

生
活
し
て
い
る
と
、
こ
ん
な
物
が
あ
っ
た

ら
便
利
だ
な
、
楽
し
く
な
る
ね
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
。
皆
さ
ん
は
考
え
た
こ
と

を
自
分
で
や
っ
て
み
た
。
と
て
も
素
晴
ら

し
い
こ
と
」
な
ど
と
述
べ
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
、
表
彰
が
行
わ
れ
、
市
長
賞
、

議
長
賞
、
教
育
長
賞
、
学
校
教
育
課
長
賞
、

審
査
委
員
長
賞
の
特
別
賞
５
点
、
金
賞
８

点
、
銀
賞
16
点
の
入
賞
者
一
人
一
人
に
表

彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
嶋
田
美
香
審
査
委
員
長
（
鷹
巣
小
学
校

校
長
）
は
、
特
別
賞
を
受
賞
し
た
５
人
の

作
品
に
つ
い
て
、
審
査
員
か
ら
の
講
評
を

紹
介
す
る
と
と
も
に
「
審
査
で
は
、
ア
イ

デ
ア
が
形
に
な
っ
て
い
る
か
、
使
い
や
す

い
か
を
慎
重
に
審
査
し
た
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
雑
誌
な
ど
で
、
発
明
工
夫
や
自

由
研
究
の
例
は
数
多
く
あ
る
が
、
実
際
に

や
っ
て
み
る
と
い
う
こ
と
は
、
ま
た
違
う

と
思
う
。
来
年
も
多
く
の
作
品
が
出
品
さ

れ
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」
な

ど
と
述
べ
ま
し
た
。

　
第
13
回
北
秋
田
市
発
明
工
夫
展
が
、
９
月
９
日
・
10
日
に
交
流
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
、
ユ
ニ
ー
ク
な
作
品
や
創
造
力
あ
ふ
れ
る
作
品
が
展
示

さ
れ
ま
し
た
。
９
日
に
は
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
入
賞
し
た
子
ど
も
た
ち

に
表
彰
状
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

北
秋
田
市
発
明
工
夫
展

北
秋
田
市
発
明
工
夫
展

第13回

特別賞受賞作品の講評と各賞の入賞者

金
賞

　
戸
澤　
小
春
さ
ん（
鷹
巣
小
１
年
）

　
岩
本　
大
貴
さ
ん（
鷹
巣
南
小
１
年
）

　
畠
山　
煌
菜
さ
ん（
鷹
巣
南
小
１
年
）

　
中
嶋　
真
滉
さ
ん（
鷹
巣
中
央
小
２
年
）

　
金
野　
駿
生
さ
ん（
鷹
巣
小
３
年
）

　
金
野　
赳
大
さ
ん（
鷹
巣
小
５
年
）

　
佐
藤　
尚
貴
さ
ん（
綴
子
小
５
年
）

　
庄
司　
　
凜
さ
ん（
米
内
沢
小
５
年
）

銀
賞

　
原
田　
泰
来
さ
ん（
鷹
巣
小
１
年
）

　
森
澤　
　
錬
さ
ん（
米
内
沢
小
１
年
）

　
吉
田　
風
香
さ
ん（
米
内
沢
小
１
年
）

　
成
田　
透
理
さ
ん（
鷹
巣
小
２
年
）

　
菊
地
咲
貴
子
さ
ん（
鷹
巣
小
２
年
）

　
田
村　
直
紀
さ
ん（
鷹
巣
東
小
２
年
）

　
和
田　
聖
翔
さ
ん（
鷹
巣
小
３
年
）

　
三
浦　
杏
菜
さ
ん（
綴
子
小
３
年
）

　
小
塚　
柊
汰
さ
ん（
鷹
巣
中
央
小
３
年
）

　
明
石　
慶
吾
さ
ん（
鷹
巣
南
小
３
年
）

　
佐
藤　
結
奈
さ
ん（
鷹
巣
南
小
３
年
）

　
安
東
優
希
也
さ
ん（
鷹
巣
中
央
小
４
年
）

　
土
佐
大
志
楼
さ
ん（
米
内
沢
小
４
年
）

　
武
藤　
羽
皇
さ
ん（
綴
子
小
５
年
）

　
福
田　
美
空
さ
ん（
鷹
巣
中
央
小
５
年
）

　
簾
内　
咲
磨
さ
ん（
鷹
巣
小
６
年
）

た
い 

ら

あ
ん 

な

こ　
な

け
い 

ご

さ
く 

ま

ま
さ
ひ
ろ

し
ゅ
ん
き

た
け
ひ
ろ

た
い 

き

こ 

は
る

な
お 

きり
ん

れ
ん

ふ
う 

か

と
お 

り

さ  

き  

こ
な
お 

き

き
り 

と

し
ゅ
う
た

ゆ　
な

ゆ  

き  

や

だ
い 

し 

ろ
う

ね 

お
ん

み　
く

◆審査委員長賞 
作品名　地球にやさしい空き缶洗浄機
作　者　木村尚太郎さん（合川小５年）

◆市長賞 
作品名　消しわすれチェックボード
作　者　津谷　珀翔さん（鷹巣東小４年）

講評：一人暮らしのおばあさんを心配したチェックボックスのアイデアが
素晴らしい。帰宅したら鍵が収納され、外出の時にはチェックが完了して
はじめて鍵が出てくる仕組みもよく考えられています。大事なことを３つ
に絞ってお年寄りにわかりやすく、見やすい絵や文字で描いています。

講評：水の流れる力が水車を回すことによって発
電する様子を、身の周りにある材料を使って再現
することができました。水車の回転の力を自転車
の発電機につない
で、発電する様子
をＬＥＤの点滅で
確かめることがで
きるのは、よい工
夫ですね。

◆議長賞 
作品名　水車
作　者　齋藤　謙心さん（鷹巣南小３年）

◆学校教育課長賞 
作品名　カラフルワニのくつあらい
作　者　松尾　航佑さん（鷹巣東小４年）

◆教育長賞 
作品名　春夏秋冬田んぼアート
作　者　三沢　星南さん（鷹巣小３年）

講評：秋田内陸線の車窓から見える美しい田んぼ
アートは何度見ても素晴らしい景色です。その景
色が絵になって順番に見える工夫がされたとても
楽しい作品です。
風景と列車の窓が
連動しているので
列車に乗っている
気分を味わうこと
もできます。

講評：汚れやすいズックを一度にゴシゴシきれい
に洗えるよう、ブラシを折り曲げて複数個取り付
けた工夫が素晴らしい。身近な靴ホルダーやブラ
シを使った材料選
びのアイデアもよ
かったです。表面
にワニの形をデザ
インして楽しくお
手伝いできます。

講評：飲み終えた空き缶をリサイクルするために
洗う時、水を無駄にせず雨水や風呂の残り湯を活
用したい、５個の缶を一気に洗いたいという発想
がよい。水漏れし
ないようコーキン
グしたことやホー
スのジョイント部
品を見つけたこと
もよかったです。

はくと

けんしん

こうゆう しょうたろう

せ  な


